
エキスパート４ 「ダイオキシン」 

ダイオキシン類 

ダイオキシンは、正式にはダイオキシン類と言います。これは単一の物質ではなく、ポ

リ塩化ジベンゾ-パラ-ジオキシン（PCDD）、ポリ塩化ジベンゾフラン（PCDF）、コプラナ

ーポリ塩化ビフェニル（co-PCB）（または「ダイオキシン様ポリ塩化ビフェニル（DL-

PCB）」ともいう。）という物質の総称で、塩素の数やその付く位置が異なる異性体が数

多く存在し、それらは毒性が異なります。ダイオキシン類は、廃棄物の焼却、塩素による

パルプなどの漂白、または農薬などの化学物質を製造する際の副生成物として非意図的に

生成することが知られています。ダイオキシン類は、難分解性の物質であるため、環境に

放出されると土壌や水環境中に長期間残留します。また、食物連鎖を通して生物濃縮さ

れ、生体に影響を及ぼすと言われています。 

引用：埼玉県環境化学国際センターＨＰ 

ダイオキシン類の発生 

ダイオキシン類は、炭素・酸素・水素・塩素が熱せられる過程で意図せずできてしまう

ものです。発生源の大半は、廃棄物の焼却施設によるものですが、そのほか金属精錬の燃

焼工程や紙などの塩素漂白工程など、様々なところで発生します。発生源の大半をしめる

廃棄物の焼却施設ですが、特に、ごみの燃やし始めや焼却を止めていく段階の焼却温度が

低いときに不完全燃焼が起こり、ダイオキシン類の生成量が多くなります。しかし、高度

な排ガス処理装置を備えた焼却施設で 800℃以上の高温で完全燃焼することにより、その

発生を抑えられることがわかっています。 

ダイオキシン類の毒性 

ダイオキシン類には多くの異性体がありますが、中でも最も毒性の強い 2.3.7.8－TCDD

を用いた動物実験では強い急性毒性があることがわかっています。ダイオキシン類は「青

酸カリよりも毒性が強く、人工的生成物質としては最も強い毒性を持つ物質である」とい

われることがありますが、これは日常生活の中で摂取する量の数十万倍の量を摂取した場

合の急性毒性のことです。実際に環境中や食品中に含まれる量は超微量なので、日常生活

の中で摂取する量により急性毒性が生じることは考えられません。    

また、ダイオキシン類は発がん性や催奇形性(奇形を発生させる可能性)があるといわれ

ておりますが、わが国の汚染レベルではダイオキシン類によりがんや奇形が生じるほどで

はないとかんがえられています。 

さらに、ダイオキシン類は環境ホルモンのひとつといわれ、正常なホルモン作用をかく

乱し、甲状腺機能の低下、生殖器官の重量や精子形成の減少、免疫機能の低下を引き起こ

すことなどが動物実験により報告されていますが、不明な点も多く人に対してどのような

影響があるかはいろいろな機関で研究が進められています。 

ダイオキシン類の汚染経路 

ダイオキシン類は、主に焼却施設で発生し、大気中に排出されます。大気中の粒子など

に付着したダイオキシン類は時間の経過とともに地上に落下してきます。水に溶けにくく

粒子に付着しやすい性質のため、雨が降っても地下にはあまり浸透せず、土壌の表面に蓄

積されると考えられています｡土壌の表面に付着したダイオキシン類の一部は雨などによ

って河川や海に流れ込み環境を汚染します。 

河川や海域に広がったダイオキシン類は、プランクトンなどに取り込まれ、食物連鎖を

通じて、生物を含めた自然界全体に広がっていきます。 

 引用：新宿区ＨＰ 
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左側の文書を読み、「ダイオキシン」について理解を深めよう。 

 

問１ ダイオキシンはどのようにして発生しますか。 

 

 

 

 

問２ ダイオキシンが環境を汚染するしくみについて説明してみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

問３ ダイオキシンの特徴をまとめてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ ダイオキシンの発生はどのようにして改善されていきましたか。 

 （次のグループ学習での発表資料となります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


